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カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

さて、２０１７年５月１日を以ってルネサス セミコンダクタ パッケージ＆テスト ソリューションズ株式会社

の半導体製造装置をはじめとする各種産業用制御ボードの受託開発・製造および画像認識システム開発・製造・

販売事業を日立マクセル株式会社へ譲渡したことにより、当該事業は日立マクセル株式会社の子会社として新設

されるマクセルシステムテック株式会社に承継されております。 

従いまして、ドキュメント等資料中には、旧社名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効です 

ので、ご理解の程宜しくお願い申し上げます。 
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Microsoft、 Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
その他、本マニュアルに記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

このたびは、ＶＰ－Ａｘシリーズをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。

本マニュアルは、ＶＰ－Ａｘシリーズを動作させるために必要な事項について記載しております。

！ ご注意
●システムの構築やプログラム作成などの操作を行う前に、本マニュアルの記載内容をよく読み、書かれて

いる指示や注意を十分理解して下さい。誤った操作によりシステムの故障が発生することがあります。

●本マニュアルの記載内容について理解できない内容、疑問点または不明点がございましたら、弊社営業
窓口までお知らせ下さい。

また、弊社ホームページのお問い合わせのページからも受け付けておりますのでご利用ください。
http://www.kitasemi.renesas.com/solution/vp/

●お客様の誤った操作に起因する、事故発生や損害につきましては、弊社は責任を負いかねますので
ご了承ください。

●弊社提供のハードウェアおよびソフトウェアを無断で改造しないでください。この場合の品質および安全
につきましては、弊社は責任を負いかねますのでご了承ください。

はじめに



２．システムブートファイルの設定 VPSet_up.exeを実行して、
システムブートファイルを設定します

１．ＰＣ側ネットワーク環境設定 PC側のネットワーク環境を設定します

設定順序

３．レジストリの設定 VPSetReg.exeを実行して、
コマンド環境（レジストリ）を設定します

・IPアドレス : 192.168.0.205
・ポート番号 : 30000

の変更がなければ、ここで終了です。
変更する場合、次に進んで下さい。

　ＶＰ－Ａｘシリーズの環境設定は、以下の順序で行ってください。

ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐ ／ ＮＶＰ－Ａｘ１３５ＣＬ ／ ＮＶＰ－Ａｘ１３０ＣＬ



２．システムブートファイルの設定 VPSet_up.exeを実行して、
システムブートファイルを設定します

１．ＰＣ側ネットワーク環境設定 PC側のネットワーク環境を設定します

３．レジストリの設定 VPSetReg.exeを実行して、
コマンド環境（レジストリ）を設定します

[ＬＡＮ１]
・IPアドレス : 192.168.0.205
・ポート番号 : 30000

[ＬＡＮ２]
・IPアドレス : 192.168.0.206
・ポート番号 : 30000

の変更がなければ、ここで終了です。
変更する場合、次に進んで下さい。

ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ

　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ は、ユニット内の２枚の画像認識ボードで構成されています。これらのボードはカメラ
チャネル２ＣＨとＬＡＮインタフェース１ＣＨを持っており、それぞれ独立した画像認識ボードとして動作しま
す。ＬＡＮの設定はＬＡＮ１とＬＡＮ２の両方について行ってください。



１． ＰＣ側ネットワーク環境設定

１．１

ハードウェアのセットアップを行います。ＳＤＫとドライバのインストールが終わっていない場合は、
インストールを行って下さい。

接続を始める前に必ず本機やパソコンの電源をＯＦＦにしてから作業して下さい。
ＯＮのまま接続すると、機器の破損もしくは故障の原因となります。

　ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐを図のように接続して下さい。詳細につきましては、「ハードウェアマニュア
ル 第１章 セットアップと取り付け方法」を参照して下さい。

PC

［LANケーブル］

ACアダプタ

［シリアルケーブル］

Monitor

［モニタケーブル］

［カメラケーブル］

NVP-Ax135P(背面)

１．１．１　ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐ

Camera



ＬＡＮの接続方法は２つあります。接続方法によってケーブルが違いますので、注意して下さい。

② ＨＵＢを使用する場合

[ストレートケーブル]

NVP-Ax135P (背面)
ＰＣ

[クロスケーブル]

ＨＵＢ

① ＨＵＢを使用しない場合

ＰＣNVP-Ax135P (背面)

接続が完了したら、電源に電源ケーブルを接続し電源を投入して下さい。
システム初期化後、状態表示ＬＥＤが点滅します。

状態表示ＬＥＤ

リセットスイッチ

NVP-Ax135P (正面)

状態表示ＬＥＤが点滅しない場合は以下のことを確認して下さい。

・電源ケーブルが正しく接続されているか

・電源コネクタにＤＣ ＋１２ Ｖ 電圧が供給されているか



NVP-Ax135CL (正面)

［LANケーブル］

［モニタケーブル］

［カメラケーブル］

Camera

NVP-Ax135CL (背面)

Monitor

ACアダプタ

PC

［シリアルケーブル］

１．１．２　ＮＶＰ－Ａｘ１３５ＣＬ

　ＮＶＰ－Ａｘ１３５ＣＬを図のように接続して下さい。詳細につきましては、「ハードウェアマニュ
アル 第１章 セットアップと取り付け方法」を参照して下さい。



ＬＡＮの接続方法は２つあります。接続方法によってケーブルが違いますので、注意して下さい。

② ＨＵＢを使用する場合

ＰＣ

① ＨＵＢを使用しない場合

ＰＣ
NVP-Ax135CL (正面)

NVP-Ax135CL (正面)

接続が完了したら、電源に電源ケーブルを接続し電源を投入して下さい。
システム初期化後、状態表示ＬＥＤが点滅します。

状態表示ＬＥＤが点滅しない場合は以下のことを確認して下さい。

・電源ケーブルが正しく接続されているか

・電源コネクタにＤＣ ＋１２ Ｖ 電圧が供給されているか

NVP-Ax135CL (正面)

リセットスイッチ

状態表示ＬＥＤ

[ストレートケーブル]

[クロスケーブル]

ＨＵＢ



NVP-Ax137CL (正面)

［LANケーブル］※

［モニタケーブル］

［カメラケーブル］
NVP-Ax137CL (背面)

PC

［シリアルケーブル］

１．１．３　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ

　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬを図のように接続して下さい。詳細につきましては、「ハードウェアマニュ
アル 第１章 セットアップと取り付け方法」を参照して下さい。

Camera

Monitor

ACアダプタ

［LANケーブル］※

　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ は、ユニット内の２枚の画像認識ボードで構成されています。これらのボードは
カメラチャネル２ＣＨとＬＡＮインタフェース１ＣＨを持っており、それぞれ独立した画像認識ボードとして
動作します。ご使用になる環境に応じてＬＡＮ１またはＬＡＮ２と接続してください。

※



ＬＡＮの接続方法は２つあります。接続方法によってケーブルが違いますので、注意して下さい。

② ＨＵＢを使用する場合

[ストレートケーブル]

ＰＣ

[クロスケーブル]

ＨＵＢ

① ＨＵＢを使用しない場合

ＰＣ
NVP-Ax137CL (正面)

NVP-Ax137CL (正面)

接続が完了したら、電源に電源ケーブルを接続し電源を投入して下さい。
システム初期化後、状態表示ＬＥＤが点滅します。

状態表示ＬＥＤが点滅しない場合は以下のことを確認して下さい。

・電源ケーブルが正しく接続されているか

・電源コネクタにＤＣ ＋１２ Ｖ 電圧が供給されているか

NVP-Ax137CL (正面)

リセットスイッチ

状態表示ＬＥＤ



PC

［モニタケーブル］

［カメラケーブル］

［シリアルケーブル］

１．１．４　ＮＶＰ－Ａｘ１３０ＣＬ

　ＮＶＰ－Ａｘ１３０ＣＬを図のように接続して下さい。詳細につきましては、「ハードウェアマニュ
アル 第１章 セットアップと取り付け方法」を参照して下さい。

ACアダプタ

［LANケーブル］

Camera

Monitor



ＬＡＮの接続方法は２つあります。接続方法によってケーブルが違いますので、注意して下さい。

② ＨＵＢを使用する場合

[ストレートケーブル]

ＰＣ

[クロスケーブル]

ＨＵＢ

① ＨＵＢを使用しない場合

ＰＣ

NVP-Ax130CL (背面)

接続が完了したら、電源に電源ケーブルを接続し電源を投入して下さい。
システム初期化後、状態表示ＬＥＤが点滅します。

状態表示ＬＥＤが点滅しない場合は以下のことを確認して下さい。

・電源ケーブルが正しく接続されているか

・電源コネクタにＤＣ ＋１２ Ｖ 電圧が供給されているか

NVP-Ax130CL (正面)

リセットスイッチ
状態表示ＬＥＤ

NVP-Ax130CL (背面)



ＰＣの設定と確認方法１．２

　ＷｉｎｄｏｗｓドライバおよびＶＰ－ＡｘシリーズＳＤＫのインストールが終了しましたら、ＰＣ側ネ
ットワーク環境を設定します。
　ＶＰ－ＡｘシリーズのＩＰアドレスは、出荷時に『１９２．１６８．０．２０５（ ）』に設定され
ています。ＶＰ－ＡｘシリーズのＩＰアドレスは任意の値に設定可能ですが、ＬＡＮ経由でその値を変更
する必要があるため、必ず一回は以下の設定で動作させてください。

　ＶＰ－Ａｘシリーズを接続したＰＣ側ＩＰアドレスを以下のように設定してください。

　　　ＩＰアドレス　　： １９２．１６８．０．ＸＸＸ　（ＸＸＸは１～２５４の
範囲で２０５以外（ ））

サブネットマスクは以下のように設定してください。

サブネットマスク： ２５５．２５５．２５５．０

デフォルトゲートウェイは設定しないか、または任意の値を設定してください。

　ＰＣ側ネットワーク環境が正しく設定されているかどうかの確認は、コマンドプロンプトからＩＰ
ＣＯＮＦＩＧコマンドを実行して、設定内容を確認することができます。

＞IPCONFIG

Windows IP Configuration

Ethernet adapter XXXXXXX：

IP Address ． ．．．．．．．： 192．168．0．XXX
Subnet Mask ．．．．．．．： 255．255．255．0
Default Gateway ．．．．． ： 0．0．0．0

　＜ＩＰＣＯＮＦＩＧコマンド実行例＞

＞ping 192.168.0.205

Pinging 192.168.0.205 with 32 bytes of data : 

Ｒeply from 192.168.0.205 : bytes = 32 time < 10ms TTL = 64
Ｒeply from 192.168.0.205 : bytes = 32 time < 10ms TTL = 64
Ｒeply from 192.168.0.205 : bytes = 32 time < 10ms TTL = 64
Ｒeply from 192.168.0.205 : bytes = 32 time < 10ms TTL = 64

Ping statistics for 192.168.0.205 : 
        Packets : Sent = 4, Recsived = 4, Lost = 0 (0% loss), 
Approximate round trip times in milli-seconds : 
        Minimum = 0ms, Maximum = 0ms, Average = 0ms 

また、コマンドプロンプトからＰＩＮＧコマンドを実行し、以下のような応答があることを確認して
ください。

　＜ＰＩＮＧコマンド実行例＞ ＶＰ－Ａｘシリーズのデフォルト

ＩＰアドレス ： 192.168.0.205

※１

※２

　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬのＩＰアドレスは、出荷時にＬＡＮ１が『１９２．１６８．０．２０５』、
ＬＡＮ２が『１９２．１６８．０．２０６』に設定されています。ＬＡＮ２についてもＬＡＮ１と同様
に動作させてください。

　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬは、ＸＸＸは１～２５４の範囲で２０５、２０６以外の値を設定してください。



ＷｉｎｄｏｗｓＸＰとＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａでのＩＰアドレス、サブネットマスク、デフォル
トゲートウェイの設定手順を次ページに示します。

　ＶＰ－ＡｘシリーズのＩＰアドレスを変更した場合、ご使用のＰＣによっては通信ができ
ないことがあります（ＰＣが設定変更前のＩＰアドレスとＭＡＣアドレスの対応を記憶して
いる為）。

この場合はＰＣのリブート、または「arp」コマンドにより、対応を解除する必要があり
ます。以下にＩＰアドレスが「192.168.0.205」の場合の例を示します。

>arp -d 192.168.0.205

　＜注意事項＞

　ＶＰ－ＡｘシリーズＳＤＫのツール「xTerm」を使用する場合、「xTerm」の起動前に
Windowsファイアウォールの設定を行う必要があります。詳細については、「xTerm操作説明
書」を参照して下さい。



①[コントロールパネル]を開き、[ネットワーク接続]
をクリックして下さい。

②[ローカルエリア接続]の[プロパティ]を表示して
下さい。

③[インターネットプロトコル(TCP/IP)]を選択して
[プロパティ]を表示して下さい。

ＩＰアドレス　　：192.168.0.XXX

サブネットマスク：255.255.255.0

1～254の任意の値

※[ローカルエリア接続]アイコンが無い場合は[ファイル]
メニューの[新しい接続...]から作成して下さい。

④[次のIPアドレスを使う]を選択し、設定値を入力
して[ＯＫ]を押して下さい。
これでＰＣ側ネットワーク環境の設定は完了です。

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰでの設定手順１．３



①[コントロールパネル]を開き、[ネットワークと共有
センター]をクリックして下さい。

②[ローカルエリア接続]の[状態の表示]をクリック
して下さい。

③[ローカルエリア接続の状態]の[プロパティ]
を表示して下さい。

ＩＰアドレス　　：192.168.0.XXX

サブネットマスク：255.255.255.0

1～254の任意の値

※[ローカルエリア接続]が無い場合は[接続またはネット
ワークのセットアップ]から作成して下さい。

④ユーザーアカウント制御ダイアログが表示されたら
[続行]をクリックして下さい。
次に[ローカルエリア接続のプロパティ]の[インター
ネットプロトコルバージョン4(TCP/IPv4)]を選択し
て[プロパティ]を表示して下さい。

ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａでの設定手順１．４

⑤[次のIPアドレスを使う]を選択し、設定値を入力
して[ＯＫ]を押して下さい。
これでＰＣ側ネットワーク環境の設定は完了です。



２． システムブートファイルの設定

　ＶＰ－Ａｘシリーズの起動情報は、ＶＰ－Ａｘシリーズ内蔵フラッシュメモリディスクのsysドライブ
にあるシステムブートファイル『boot.ini』へ記述します。

　ＶＰ－Ａｘシリーズは、電源投入時またはリセット時にＳＷ（スイッチ）設定によりシステムブートフ
ァイルを読み込み、各種情報を設定します。システムブートファイルが存在しない場合には、デフォルト
値（後述）が設定されます。

システムブートファイルは、ＶＰ－Ａｘシリーズのセットアップアプリケーション（VPSet_up.exe）に
より編集します。

システムブートファイル２．１

[IPADR]
192.168.0.205
[PORT]
30000
[UDPCNT]
4
[UDPDGM]
1472
[UDPQUE]
5

＜ boot.ini 記述例＞

システムブートファイルの記述例を以下に示します。
ファイル内の［　］パラメータは、セクション（情報の種類）を示します。
セクションへの設定値は改行して記述します。

ご参考

セクション

設定値

ファイル終端には
改行が入ります。



セットアップアプリケーションの起動２．２

　ＶＰ－Ａｘシリーズのセットアップアプリケーション(VPSet_up.exe)を起動する前に、セットアップ対
象のボードとＰＣを１対１でＬＡＮ接続する必要があります。セットアップアプリケーションは複数枚の
ボードに対応していません。ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬの場合は、ＬＡＮ１と接続し１枚目のボードのセッ
トアップを行った後、ＬＡＮ２に接続し２枚目のボードのセットアップを行ってください。複数枚のボー
ドを使用する場合は、ボード１枚ずつＬＡＮ接続しながら実行してください。

セットアップアプリケーションを起動すると、ＶＰ－Ａｘシリーズ内蔵フラッシュメモリのＩＰＬ
(Initial Program Loader)とオンボードシステムファイル(AxCore.sys)のバージョンをチェックします。
そして、それぞれのバージョンがインストールディレクトリにあるシステムファイルより古い場合、フラ
ッシュメモリアップグレードダイアログを表示します。『ＯＫ』ボタンを選択すると、自動的にアップグ
レードを開始します。

※ セットアップアプリケーションを起動する場合は、ＲＯＭからブートされるユーザアプリケーション
を含むすべてのＶＰアプリケーションを停止してから行って下さい。ＲＯＭのブートセクタが破壊さ
れ、復帰できなくなる可能性があります。

ＩＰＬが古い場合

オンボードシステムファイルが古い場合

以下の場合はオンボードシステムファイルの
アップグレードを行いません。

・フラッシュメモリ（sysドライブ）上のオン
ボードシステムファイルのバージョンの方
が新しい、またはバージョンが同じ場合

・オンボードシステムファイルがフラッシュ
メモリ上にない場合



※ システムブート情報の設定は、通常ＩＰアドレス以外必要ありません。ＩＰアドレスをデフォルト値
で使用する場合は、システムブート情報設定ダイアログの表示後にそのまま終了してください。

アップグレード実行中にＶＰ－Ａｘシリーズの
電源を落としたりリセットをしないで下さい。



システムブート情報設定ダイアログは、起動時にＶＰ－Ａｘシリーズ内蔵フラッシュメモリディスクの
sysドライブからシステムブートファイル『boot.ini』を検索し、その内容を表示します。ファイルが見
つからない場合はデフォルト値を表示します｡
（デフォルト値については「２．４ 設定パラメータ」を参照してください）
また、ＮＶＰ－１３５Ｐ／１３５ＣＬ／１３７ＣＬでＲＴＣ用電池を交換した場合には、① ＲＴＣ設定
に記載のとおりＲＴＣを設定してください。

システムブート情報の設定２．３

システムブート情報設定ダイアログ

①

②

③

④

⑤

① ＲＴＣ設定

　｢IPｱﾄﾞﾚｽ｣、｢ﾎﾟｰﾄ｣、｢TCP｣、｢UDP｣の設定に切り替わります。

④ 終了

③ 書き込み

　ＶＰ－ＡｘシリーズのＲＴＣを設定します。『ＲＴＣ』には現在設定されてい
るＲＴＣの時間を表示し、『設定時間』にはパソコンのシステム時間を表示しま
す。設定ボタンを押すと『設定時間』に表示している時間をＲＴＣに設定しま
す。パソコンのシステム時間には影響を与えません。

② 設定項目

本ダイアログで設定した値をシステムブートファイル『boot.ini』に書き込み
ます。システムブートファイルが存在しない場合は新しく作成されます。

セットアップアプリケーション（VPSet_up.exe）を終了します。書き込みを行
った場合やフラッシュメモリアップグレードダイアログでシステムファイルのア
ップグレードを行った場合、システムのリセット実行メッセージボックスを表示
します｡『ＯＫ』ボタンを選択すると、システムのリセットを行い、変更した設
定を即反映させます。『キャンセル』ボタンを選択した場合は、ＶＰ－Ａｘシリ
ーズをリセットするまで反映されません。

⑤ 読み出し システムブートファイルを読み出し、表示します。ファイルが見つからない場
合はデフォルト値を表示します｡



ＩＰアドレス設定ページ

以下に設定項目とシステムブートファイル『boot.ini』の対応を示します｡
なお、チェックボックスのある項目は、システムブートファイルへの書き込み許可/禁止を設定しま

す。パラメータを入力し、書き込みボタンを押した場合でも、該当するチェックボックスがオンになって
いないと書き込みは行ないません｡

システムブート情報の設定は、通常ＩＰアドレス
以外必要ありません。ＩＰアドレスをデフォルト
値で使用する場合はそのまま終了してください。

ポート設定ページ

① [IPADR]

② [IPMSK]

③ [GWADR]

④ [PORT]

⑤ [PORTSTR］

⑥ [PORTCNT]



ＴＣＰ設定ページ

ＵＤＰ設定ページ

⑦ [TCPACT]

⑧ [TCPLST]

⑨ [TCPCON]

⑩ [RCVWB]

⑪ [SNDWB]

⑫ [UDPCNT]

⑬ [UDPDGM]

⑭ [UDPQUE]



① [IPADR]

② [IPMSK]

③ [GWADR]

④ [PORT]

画像処理コマンドサーバのポート番号を指定します。
使用可能なポート番号は、１～６５５３５ です。
デフォルトは、”３００００”が設定されます。

　ＩＰアドレスを指定します。
ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐ／１３５ＣＬ／１３０ＣＬのデフォルト

は、”１９２．１６８．０．２０５”、ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ
のデフォルトは、ＬＡＮ１が”１９２．１６８．０．２０５”、

ＬＡＮ２が ”１９２．１６８．０．２０６”に設定されま
す。

以下に、システムブートファイルのパラメータを示します。

サブネットマスクを指定します。
デフォルトは、”０．０．０．０”が設定されます。

デフォルトゲートウェイを指定します。
デフォルトは、”０．０．０．０”が設定されます。

⑤ [PORTSTR］

自動割り当てに使用するポート番号の先頭を指定します。
使用可能なポート番号は、１～６５５３５ です。
デフォルトは、”１５０００”が設定されます。

⑥ [PORTCNT]

自動割り当てに使用するポート番号の数を指定します。
使用可能なポート数は、１～６５５３５ です。
デフォルトは、”１６”が設定されます。

設定パラメータ２．４

⑦ [TCPACT]

⑧ [TCPLST]

　ＴＣＰで接続するソケットの総数を指定します。
設定範囲は、０ ～ ３２ です。
デフォルトは、”８”が設定されます。
但し、TCPACT ＋ TCPCON ≦ ３２ に設定して下さい。

　ＴＣＰで接続待ちに使用するソケットの総数を指定します。
設定範囲は、０ ～ ３２ です。
デフォルトは、”８”が設定されます。

⑨ [TCPCON]

　ＴＣＰで同時に受け入れ可能なコネクション要求の総数を指定します。
設定範囲は、０ ～ ３２ です。
デフォルトは、”８”が設定されます。
但し、TCPACT ＋ TCPCON ≦ ３２ に設定して下さい。

[IPADR]を変更した場合は次章
「レジストリ設定」でＩＰア
ドレスを変更して下さい。

[PORT]を変更した場合は次章
「レジストリ設定」でポート
番号を変更して下さい。



⑫ [UDPCNT]

⑬ [UDPDGM]

⑭ [UDPQUE]

　ＵＤＰで接続するソケットの総数を指定します。
設定範囲は、０ ～ ３２ です。
デフォルトは、”４”が設定されます。

　ＵＤＰの最大受信データグラム長を指定します。
　ＵＤＰソケットが受信するデータグラムの最大長（通常は５７６から１４７２）を指定します。

設定範囲は、０ ～ １４７２ です。
デフォルトは、”１４７２”が設定されます。

　ＵＤＰの受信バッファキューのデフォルト数を指定します。
１つあたりのＵＤＰソケットで用意するデータグラム受信キューのデフォルトの数（通常はrecv

またはrecvfromによって取得する前に受信できるデータグラムの数＋１）を指定します。
設定範囲は、０ ～ ２５５ です。
デフォルトは、”５”が設定されます。

なお、各ＵＤＰソケットのデータグラム受信キューの数はsetsockopt()により指定することが
可能です。

⑩ [RCVWB]

⑪ [SNDWB]

　ＴＣＰの受信バッファのデフォルト長を指定します。１つあたりのＴＣＰソケットで使用する受信バ
ッファの最大長です。

設定範囲は、２０４８以上です。
デフォルトは、”８７６０”が設定されます。

　ＴＣＰの送信バッファのデフォルト長を指定します。１つあたりのＴＣＰソケットで使用する送信
バッファの最大長です。

設定範囲は、２０４８以上です。
デフォルトは、”８７６０”が設定されます。　

なお、各ＴＣＰソケットの受信バッファ、送信バッファの長さはsetsockopt()により指定すること
が可能です。このとき、[RCVWB]セクション、[SNDWB]セクションで指定した長さを超える指定はでき
ません。　



システムリカバリ２．５

　ＶＰ－Ａｘシリーズの電源投入後、システムが立ち上がらずＰＣ側から制御不能になった場合、以下の原因
が考えられます。

① 電源投入実行時のアプリケーション異常（暴走など）

② ＰＣとＶＰ－Ａｘシリーズの通信不能

③ フラッシュメモリの破損

これらの場合、ＶＰ－Ａｘシリーズのシステムをセーフモードで起動することにより、システムを回復する
ことが可能です。

セーフモードのＳＷ設定

ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐ

ON

↑

1 2 3 4 5 6 7 8

ＳＷ２

端子 3, 4, 6 : OFF
端子 5       : ON

ＮＶＰ－Ａｘ１３５ＣＬ ／ ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ

　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬは２枚の画像認識ボードで構成されており、それぞれのボードにディップ
スイッチがあります。ボード２側のＳＷ１は筐体側から設定できません。設定する場合はユニットの
底面のカバーをはずして行う必要があります。

ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐ

ＮＶＰ－Ａｘ１３５ＣＬ

ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ

ＳＷ２

ＳＷ１

ＳＷ１（ボード１側）

ＳＷ１（ボード２側）

ＶＰ－Ａｘシリーズ ディップスイッチ

※

※

セーフモードでは、システムブートファイル（boot.ini）の読み込みとスタートアップファイル
（startup.bat）の読み込みを行わず、デフォルト値でシステムを起動します。

また、ダウンロードするオンボードシステムファイル（AxCore.sys）は、フラッシュメモリ上のファイル
ではなくＰＣ上のＳＤＫのインストールディレクトリにあるファイルになります。

このため、アプリケーションの暴走や設定値の不正、フラッシュメモリの破損等の影響を受けずにシステ
ムを起動することができます。

セーフモードは、ＶＰ－Ａｘシリーズのディップスイッチで設定します。以下に、セーフモードの設定を
示します。

1 2 3 4 5 6 7 8

ＳＷ１

端子 5, 6, 8 : OFF
端子 7       : ON

ON

↑

ＮＶＰ－Ａｘ１３０ＣＬ

1 2 3 4 5 6 7 8

ＳＷ１

端子 5, 6, 8 : OFF
端子 7       : ON

↓

ON

ＳＷ１ＮＶＰ－Ａｘ１３０ＣＬ



ＶＰ－Ａｘシリーズのリセットスイッチを押し、システムを再起動

ＶＰ－Ａｘシリーズのディップスイッチを元に戻す

フラッシュメモリディスクのデフォルトドライブにある
startup.bat ファイルを選択し、メニューから[スタート
アップファイルの設定] を選択してアプリケーション名を
削除するか、またはstartup.bat ファイルを削除する

リカバリ終了

リカバリ開始

※ セーフモードでは、スタートアップファ
イルの読み込みを行いません。

※ ノーマルモードで起動する設定に戻します。

① 電源投入実行時のアプリケーション異常

VPVisor（ＳＤＫツール）起動

※ ＶＰ－ＡｘシリーズのＬＥＤの点滅が
通常時より遅くなります。

VPVisor（ＳＤＫツール）終了

　ＶＰ－Ａｘシリーズのシステムでは、電源投入時またはリセット時、フラッシュメモリディスクのデフォル
トドライブにあるスタートアップファイル（startup.bat）に記述しているアプリケーションを起動します。
このアプリケーションに異常が発生し、ＰＣ側から制御不能になった場合は、スタートアップファイルに記述
しているアプリケーション名を削除するか、スタートアップファイルを削除する必要があります。

ＶＰ－Ａｘシリーズのリセットスイッチを押し、システムを再起動

ＶＰ－Ａｘシリーズのディップスイッチをセーフモードに設定

※ セーフモードでは、システムをＰＣから
ダウンロードする為、ツールの起動まで
に５秒～１０秒程度の時間がかかりま
す。ダウンロードが完了するとＬＥＤの
点滅が通常に戻ります。



②　ＰＣとＶＰ－Ａｘシリーズの通信不能

sys:\boot.ini ファイルを修正または削除

ＶＰ－Ａｘシリーズのリセットスイッチを押し、システムを再起動

リカバリ終了

リカバリ開始

※ ノーマルモードで起動する設定に戻します。

VPSetupまたはVPVisor（ＳＤＫツール）起動

VPSetupまたはVPVisor（ＳＤＫツール）終了

　ＶＰ－Ａｘシリーズのシステムでは、電源投入時またはリセット時、フラッシュメモリディスクのsysドラ
イブにあるシステムブートファイル（boot.ini）を読み込み、各種情報を設定します。このとき、ＩＰアドレ
ス等の設定を間違えると通信不能になります。このような場合には、セーフモードでＶＰ－Ａｘシリーズを起
動し、システムブートファイルを修正します。

　ＷｉｎｄｏｗｓはＩＰアドレスとＭＡＣアドレスの対応を記憶しています。セーフモード
で起動しＩＰアドレスが変わると、ＩＰアドレスとＭＡＣアドレスの組合せが変わり、Ｗｉ
ｎｄｏｗｓからのＬＡＮ通信が接続されない可能性があります。この場合、ＤＯＳプロンプ
トの「arp」コマンドでＩＰアドレスとＭＡＣアドレスの対応を解除してください。

以下にＩＰアドレスが「192.168.0.205」の場合の例を示します。

>arp -d 192.168.0.205

　＜ arp コマンドによるＩＰアドレスとＭＡＣアドレスの対応解除＞

ＶＰ－Ａｘシリーズのリセットスイッチを押し、システムを再起動

※ セーフモードでは、システムブートファ
イルの読み込みを行いません。このとき

　ＶＰ－ＡｘシリーズのＩＰアドレスは

　「192.168.0.205」、ＮＶＰ－Ａｘ１３
７ＣＬのＩＰアドレスは、ＬＡＮ１が

　「192.168.0.205」、ＬＡＮ２が
　「192.168.0.206」に設定されます。

※ ＶＰ－ＡｘシリーズのＬＥＤの点滅が
通常時より遅くなります。

ＶＰ－Ａｘシリーズのディップスイッチをセーフモードに設定

ＶＰ－Ａｘシリーズのディップスイッチを元に戻す

※ セーフモードでは、システムをＰＣから
ダウンロードする為、ツールの起動まで
に５秒～１０秒程度の時間がかかりま
す。ダウンロードが完了するとＬＥＤの
点滅が通常に戻ります。



③ フラッシュメモリの破損

フラッシュメモリのファイルが破損した場合、フラッシュメモリをフォーマットし、リカバリを行います。

リカバリ終了

リカバリ開始

ＶＰ－Ａｘシリーズのリセットスイッチを押し、システムを再起動

VPVisor（ＳＤＫツール）起動

フラッシュメモリのsysドライブとデフォルトドライブの
フォーマットを実行

AxCore.sys をフラッシュメモリにコピー

システムブートファイル、スタートアップファイルを作成

※ ＳＤＫのインストールディレクトリにあ
るAxCore.sysをフラッシュメモリのsys  
ドライブへコピーして下さい。

VPVisor（ＳＤＫツール）終了

ＶＰ－Ａｘシリーズのリセットスイッチを押し、システムを再起動

※ ノーマルモードで起動する設定に戻します。

※ セーフモードで起動する設定にします。

※ ＶＰ－ＡｘシリーズのＬＥＤの点滅が
通常時より遅くなります。

※ セーフモードでは、システムをＰＣから
ダウンロードする為、ツールの起動まで
に５秒～１０秒程度の時間がかかりま
す。ダウンロードが完了するとＬＥＤの
点滅が通常に戻ります。

※ システムブートファイルは、VPSetupから
も作成できます。
システムブートファイルはsysドライブ、　
スタートアップファイルはデフォルトドラ
イブに作成して下さい。

※ フォーマット後は全てのファイル、デ
ィレクトリが消去されます。

ＶＰ－Ａｘシリーズのディップスイッチをセーフモードに設定

ＶＰ－Ａｘシリーズのディップスイッチを元に戻す



３． レジストリの設定

　ＰＣから画像処理コマンドを使用する場合、ボード情報やオンボードシステムファイル（AxCore.sys）
の格納フォルダなどの情報が必要です。これらの情報は、Ｗｉｎｄｏｗｓのレジストリで管理されます。

レジストリは、Ｗｉｎｄｏｗｓの「RegEdit.exe」で編集可能ですが、レジストリ設定プログラム
(VPSetReg.exe)により、容易に設定/変更することができます。

なお、ＶＰ－Ａｘシリーズのドライバのインストーラにより以下に示すデフォルト値が設定されますの
で、デフォルト設定で使用する場合は設定の必要はありません。

レジストリ３．１

Attr Value

Software\HIRECON\VP100SYS\Config Dll REG_SZ

Path C:\VP100SYS\Ax135

Software\HIRECON\VP100SYS\Device0 ipaddr 192.168.0.205

port REG_DWORD 0x7530 (30000)

No REGISTRY_KEY SUB_KEY Parameters

HKEY_LOCAL_MACHINE

REG_SZ

VP100TCP.DLL

REG_SZ

1

2

備考

Sys REG_SZ AxCore.sys

start REG_DWORD 0x01(1)

HKEY_LOCAL_MACHINE

Board0

Boardnum REG_DWORD 0x01(1)

LoadOpt REG_DWORD 0x00(0)

Attr Value

Software\HIRECON\VP100SYS\Config Dll REG_SZ

Path C:\VP100SYS\Ax135

Software\HIRECON\VP100SYS\Device0 ipaddr 192.168.0.205

port REG_DWORD 0x7530 (30000)

No REGISTRY_KEY SUB_KEY Parameters

HKEY_LOCAL_MACHINE

REG_SZ

VP100TCP.DLL

REG_SZ

1

2

備考

Sys REG_SZ AxCore.sys

start REG_DWORD 0x01(1)

HKEY_LOCAL_MACHINE

Board0

Boardnum REG_DWORD 0x02(2)

LoadOpt REG_DWORD 0x00(0)

ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬ

ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐ／ＮＶＰ－Ａｘ１３５ＣＬ／ＮＶＰ－Ａｘ１３０ＣＬ

Software\HIRECON\VP100SYS\Device1 ipaddr 192.168.0.206

port REG_DWORD 0x7530 (30000)

REG_SZ3

start REG_DWORD 0x01(1)

HKEY_LOCAL_MACHINE

Board1



Attr Value

Software\HIRECON\VP100SYS\Device1

0x7530 (30000)

Software\HIRECON\VP100SYS\Device2

0x7530 (30000)

15

No REGISTRY_KEY SUB_KEY Parameters

HKEY_LOCAL_MACHINE 192.168.0.201

0x7530 (30000)

Software\HIRECON\VP100SYS\Device3

Software\HIRECON\VP100SYS\Device15

7530 (30000)

1

2

3

備考

0x01(1)

0x01(1)

0x01(1)

0x01(1)

HKEY_LOCAL_MACHINE

HKEY_LOCAL_MACHINE

HKEY_LOCAL_MACHINE

Board1

Board2

Board3

Board15

192.168.0.202

192.168.0.203

192.168.0.215

ＶＰ－Ａｘシリーズでは、同じネットワーク上で複数のＶＰ－Ａｘシリーズをコントロールする場合、
前頁の設定値以外に各ＶＰ－Ａｘシリーズを識別する情報として、ＩＰアドレスとポート番号の情報が必
要です。「Device0」～「Device15」というサブキーで管理されており、ＮＶＰ－Ａｘ１３５Ｐ／１３５
ＣＬ／１３０ＣＬは最大１６台まで、ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬは最大８台までコントロール可能です。以
下に例を示します。

ipaddr

port REG_DWORD

REG_SZ

start REG_DWORD

ipaddr

port REG_DWORD

REG_SZ

start REG_DWORD

ipaddr

port REG_DWORD

REG_SZ

start REG_DWORD

ipaddr

port REG_DWORD

REG_SZ

start REG_DWORD



　ＶＰ－Ａｘシリーズで必要な情報は、レジストリ設定アプリケーション（VPSetReg.exe）で設定します。
以下に各項目の内容を示します。

① ③

④

⑤

⑥

⑦

※ 製品名は、Ethernetタイプ(NVP-Ax135P/135CL/130CL, NVP-Ax137CL)と
PCI-Busタイプ(VP-Ax110, VP-Ax100)の２つに分類されます。表示はそれぞれ
「Ax135」、「Ax110」になります。PCI-Busタイプの製品を選択した場合、④
のTCP/IP情報の設定は無効となります。

レジストリ設定アプリケーション３．２

① 製品名

②

ご使用になるＶＰ－Ａｘシリーズの製品名を設定します。製品名を選択すると
オンボードシステムファイルのパスやＤＬＬファイル名が自動的にセットされま
す。これらの設定値は『詳細』ボタンから変更することができます。

レジストリ情報設定ダイアログ

PCI-Busタイプの製品を選択した場合

② 装着ボード枚数 使用するボード枚数を設定します。装着ボード枚数以上のボードは無効になりま
す。装着ボード枚数は最大１６枚まで設定可能です。
　ＮＶＰ－Ａｘ１３７ＣＬの場合は２枚のボードで構成されるため、デフォルトで
「２」が設定されます。

PCI-Busタイプの製品では
TCP/IP情報が必要ないため、
Disable状態になります。
書き込みを実行してもTCP/IP
情報は書き込みません。



③ 詳細設定 詳細設定ダイアログを表示します。通常は変更する必要がありません。

詳細設定ダイアログ

Path

Sys

DLL

オンボードシステムファイル（AxCore.sys）の格納フォルダ

オンボードシステムファイル名

ボードインタフェース制御ＤＬＬファイル名

④ TCP/IP情報 　ＶＰ－ＡｘシリーズのTCP/IP情報を設定します。TCP/IP情報をダブルクリック
すると設定ダイアログを表示します。

No

Start

Port

ＶＰ－Ａｘシリーズのボード番号

ボードの有効（１）／無効（０）

ＶＰ－Ａｘシリーズのポート番号

IP Address ＶＰ－ＡｘシリーズのＩＰアドレス

ボード番号０のTCP/IP情報を
ダブルクリック

※ Port と IP Address は、ＶＰ－Ａｘシリーズのsysドライブにあるシステムブートファイル
　『boot.ini』に記述している[PORT]セクションと[IPADR]セクションの値に必ず合せて下さい。
　『boot.ini』がない場合はデフォルトのポート番号とＩＰアドレスを設定して下さい。



⑤ 書き込み 設定した内容をレジストリに書き込みます。書き込みに成功すると、以下のメ
ッセージを表示します。

⑥ 終了

⑦ 読み出し

アプリケーションを終了します。

レジストリから設定値を読み出し、レジストリ設定ダイアログに表示します。

※ TCP/IP情報を選択してDeleteキーを押すと、選択したTCP/IP情報が非表示に
なります。この状態では、まだレジストリから削除されていません。『書き込
み』ボタンを押すと、非表示になっているTCP/IP情報がレジストリから削除さ
れます。

書き込み成功メッセージ
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